
患者さんの検体・情報を用いて行う臨床研究を行う際は、口頭または文書にて同意を取得

します。 ただし、患者さん・一般の方への侵襲や介入を行わず、診療情報等のみを用いる

研究や残りの検体を用いるような研究については、国が定めた指針に基づき、対象となる

患者さんのお一人ずつから直接同意を得るかわりに、研究の目的を含む研究の実施につい

ての情報を公開し、患者さんおよび代諾者が利用について拒否できる機会を保障すること

が必要とされています。これをオプトアウトと言います。本ページでは及川病院でオプト

アウトを行っている研究について公開しています。 

 

【研究課題名】： 

「２種類の多遺伝子アッセイ(OncotypeDX, CureBest95GC)と臨床病理学的因子の 

後方視的解析」 

 

【所属（診療科等）】： 

及川病院（乳腺外科） 

 

【研究責任者（職名）】： 

及川 将弘（副部長） 

 

【共同研究機関】： 

この研究は及川病院のみで実施します。 

 

【研究期間】： 

研究機関の長の許可日～2021 年 12 月 31 日 

 

【研究目的と意義】： 

本研究は当院で多遺伝子アッセイを受けられた患者様の過去の情報を用いて、当院で採用

している 2 種類の多遺伝子アッセイと臨床病理学的因子の関係を比較検討することを目的

としています。 

本研究を行う事で、我が国での実臨床における多遺伝子アッセイの意義、有用性が明らか

になり、今後の多遺伝子アッセイの普及に貢献することが期待できます。 

 

【研究内容】： 

 対象となる患者様  

2014 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日の間に及川病院でオンコタイプ DX またはキュア

ベスト 95GC の検査を受けられたホルモンレセプター陽性、HER2 レセプター陰性の乳が

ん患者様 



 利用する情報  

性別、年齢、病歴、治療経過、身長、体重、神経学的所見、理学的所見、PS、血液学

的検査、血液生化学検査、病理所見、多遺伝子アッセイ所見、予後 

本研究で利用する情報について詳細をお知りになりたい場合は下記のお問い合わせ先

までご連絡ください。 

 研究方法  

対象となっている症例の情報を診療録から収集します。各種因子の統計解析を行って

いきます。 

 

【問い合わせ先】： 

研究担当者 

氏名：及川 将弘  にゅうわ会及川病院 乳腺外科 

住所：福岡市中央区平尾 2 丁目 21 番 16 号 

電話：092-522-5411  FAX：092-522-6244 

 


